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研研究究内内容容キキーーワワーードド：：  11..  改改質質器器  

44..  エエネネルルギギーーシシスステテムム  
22..  燃燃焼焼科科学学  

55..  カカオオスス応応用用  
33..  ススタタテティィッッククミミキキササーー  

66..  レレーーザザ計計測測  

 

 

進進化化すするる力力学学ににチチャャレレンンジジししててみみまませせんんかか!!!!  
反反応応･･熱熱流流体体のの非非定定常常，，非非線線形形現現象象にに挑挑むむ  

 

どどのの地地域域のの人人々々ででもも，，健健康康でで心心豊豊かかなな生生活活ががででききれればばとと思思いいまますすがが，，問問題題もも多多くくあありりまますす．．私私

のの研研究究室室でではは，，エエネネルルギギーー・・環環境境問問題題ににつついいてて，，機機械械工工学学のの視視点点，，ととくくにに熱熱流流体体力力学学のの視視点点かか

らら取取りり組組んんででいいまますす．．ままずず基基礎礎をを理理解解しし，，ささららにに未未解解決決なな問問題題ににつついいてて合合理理的的にに説説明明をを加加ええ，，解解

決決すするるここととをを目目指指ししてていいまますす．．物物事事ににししっっかかりり取取りり組組みみ，，将将来来社社会会にに貢貢献献ししたたいいとと思思っってていいるるみみなな

ささんん，，一一度度，，研研究究室室をを見見学学ししててみみててくくだだささいい．．  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

EEnnhhaanncceemmeenntt  ooff  MMiixxiinngg  aanndd  RReeaaccttiioonn   
  

カカオオスス理理論論をを応応用用ししたた混混合合器器ででああるるススタタテティィッッククミミキキササーーをを用用いいたた，，ゲゲルル化化ププロロセセススのの解解

明明をを行行っってていいまますす．．下下図図ははそそののノノンンエエレレメメンントトキキミミササーーのの混混合合のの様様子子でですす．．  

RReesseeaarrcchh  oonn  aa  hheeaatt  aanndd  mmooiissttuurree  eexxcchhaannggeerr  
  

手手術術時時ななどどにに呼呼吸吸をを補補助助すするる装装置置（（人人工工鼻鼻））でではは，，熱熱輸輸送送とと，，水水蒸蒸気気とと

水水のの交交換換がが行行わわれれてていいまますす．．そそのの内内分分構構造造をを解解明明しし，，患患者者ささんんにに負負担担

がが少少ななくく，，呼呼吸吸をを補補助助すするる装装置置のの開開発発をを目目指指ししまますす．．  

FFuunnddaammeennttaall  RReesseeaarrcchh  oonn  CCoommbbuussttiioonn  DDyynnaammiiccss  
② ① 燃燃料料濃濃度度がが変変動動すするる場場合合のの火火炎炎のの動動的的挙挙動動にに関関すするる

研研究究でですす．．  

右右図図①①ののよよどどみみ流流平平面面火火炎炎やや右右図図②②ののブブンンゼゼンン火火炎炎をを

対対象象にに，，燃燃料料のの濃濃度度がが変変動動すするる場場合合のの火火炎炎のの動動的的挙挙

動動ににつついいてて検検討討ししてていいまますす．．  

FFllaammee  ffoorrmmeedd  oovveerr  aa  mmeetthhaannee  hhyyddrraattee  sspphheerree    
  

将将来来，，メメタタンンハハイイドドレレーートトはは，，天天然然ガガススのの保保存存やや輸輸送送にに使使わわれれるる可可能能性性

ががあありりまますす．．そそのの際際，，球球状状ハハイイドドレレーートトがが用用いいらられれるるここととがが考考ええらられれてていい

まますす．．そそここでで，，球球状状ハハイイドドレレーートト上上のの火火炎炎伝伝播播ににつついいてて研研究究ししてていいまますす．．

右右図図はは，，最最近近撮撮影影さされれたた，，世世界界最最初初のの球球状状メメタタンンハハイイドドレレーートト火火炎炎のの写写

真真でですす．．  

EExxttiinnccttiioonn  ooff  llaarrggee  ssccaallee  ffiirree  bbyy  CCOO22  hhyyddrraattee    
  

二二酸酸化化炭炭素素ををゲゲスストト物物質質ととししたたハハイイドドレレーートト，，二二酸酸化化炭炭素素ハハイイドドレレーートト（（CCOO22  

HHyyddrraattee））ががあありりまますす．．CCOO22  hhyyddrraattee はは，，不不燃燃性性ガガススのの二二酸酸化化炭炭素素，，低低温温のの水水

分分子子をを含含むむここととかからら，，かかいい離離すするるとと消消火火作作用用ががあありりまますす．．ここのの CCOO22  HHyyddrraattee のの

消消火火剤剤ととししててのの有有用用性性ににつついいてて，，実実験験的的にに検検討討をを加加ええてていいまますす．．左左図図はは，，ププ

ーールル火火炎炎がが CCOO22  HHyyddrraattee のの投投下下にによよっってて消消炎炎すするる瞬瞬間間のの様様子子でですす．．  


